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1二 資料 につ い ての ノー ト
ここに訳出す る二つの資料の うち第一 の 「真 の
社会 秩序 の八 つ の基 礎」(1918)は,ク ェイカー
派(キ リス ト支会)の 社会 問題 にかんす る公式 の
宣言文 としては,最 も古い ものである。 よ く知 ら
れているよ うに,ク ェイカー派は ピュー リタソ革
命期 の1650年 代前半 に,民 衆宗教 の一派 として成
立 し,そ の社会 ・政治思想 は急進的であった。 し
か しそれ らの思想 は予言者的指導者たちの宣教 に
おいて,あ るい は神学 論文 の中で表 明 され た の
で,「 社会的正義 の実現」 とい う目標 にお いて指
導者 たちの思想 は一致 していた にしても,そ れ よ
り具体的な問題 にたちいった言及がなされ るのは
希であ り,友 会 としての社会問題 についての公式
の立場 の表明 は,行 われなか ったのである(1)。
いわ ゆ る王 政復 古期(1660年 ～1688年)の あい
だに,ク ェイカー派では全国的な教会組織が形成
され,神 学の体系化 も行われたけれ ども,体 系的
神学 書 『弁 明』の著 者 ロバ ー ト・バ ーク リー一に
よっても,ま た毎年 の ロン ドン年会 においても,
社 会問題 は一度 も と り上 げ られ る こ とは なかっ
た。 この時期の クェイカーた ちは他派の ピュー リ
タンたち と同様 に,国 教会 に帰依 しない とい う理
由 で迫 害 に さら され,迫 害 へ の対 応 と受難 信 徒 の
救 済 に 忙 殺 され,社 会 問 題 を 考 え る余 裕 す ら無
か った ので あ る。 王政 復 古 期 の は じめ と直 後 の時
期 に は,ト ーマ ス ・ロー ス ン(1630～91)と ジ ョ
ン ・ベ ラーズ(1654～1725)が それ ぞれ ,貧 民救 済
の た め の提 案 を公表 してい るけれ ど も,二 人 の提
案 は,ク ェイ カ ー派 の公式 の集 会 で検 討 された こ
とが,無 か った(2)。
1689年 に信教 自由令 が発 布 され てか らは,ク ェ
イ カーた ち に対 す る迫 害 は 終 結 した け れ ど も,
ク ェイ カーた ち の間 で は 「静寂 主 義」 が優 勢 とな
り,彼 等 は教 団 外 部 の社 会 ・経 済 問題 に は興 味 を
抱 か な くな って しまった。 多 くの ク ェイ カ ー教 徒
が社 会 ・経 済 問題 に興味 を抱 くよ うに な った の は ,
英 国 ク ェイカ ー派 内部 に福 音 主義 の影 響 が浸 透 し
は じめ る18世 紀 末 か らで あ る。 た だ し,そ の 内容
は慈 善 活 動 が 主 で あ った。 エ リザ ベ ス ・フ ラ イ
(1780～1845)は,監 獄 改 善 運動 な どで活 躍 し,製
薬 業 者 ウ ィ リア ム ・ア レ ソ,製 鉄 業 者 リチ ャー
ド・レノル ズ,貿 易商 人 ヘ ン リー・テ ユー クや ウ ィ
リア ム ・ラス ボ ウ ソ等 多 くの ク ェイ カー教徒 が奴
隷 貿 易 廃止 運 動 で活 躍 した。 また,1828年 に審 査
律(TestAct)お よ び 自 治 体 法(Corporation
Acts)が 廃 止 され て,ク ェイ カ ーをふ くむ非 国教
徒 に庶 民 院 や市 議 会 の議 員 に な る道 が 開 け る と,
若 干 の ク ェイ カ ーが 中央 政 界 で,ま た 多 くの ク ェ
イ カ ーが地 元 の政 界 で活 躍 を は じめ た。 しか し,
これ らの ク ェ イカ ーた ち は,職 業 の上 で は実業 家
で あ った か ら,ジ ョウゼ フ ・ス タ ー ジを別 にす れ
ぽ(a),こ とご と く自由党 員 で あ り,自 由貿 易 主 義
者 で あ った。 この よ うに ヴ ィク トリア期 には,か
な り多 くの友 会徒 が政 治 や社 会 に コ ミッ トした の
だ が,そ れ で も キ リス ト友 会 と し て の 公 式 の 政
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治 ・社 会観 の表 明 は,や は り一度 も行わ れ なか っ
た の で あ る。
社会 問 題 に対 して友 会 が正 面 か ら取 り組 む よ う
に な った の は,1895年 に 開 催 さ れ た マ ン チ ェス
ター会 議 以 後 の こ とで あ る(4)。この 会 議 の 開 催
は,英 国 ク ェイ カー派 に お い て 自由主義 神 学 が正
、統派 とな った こ とを示 す 画期 的事 件 で あ った が,
マ ンチ ェス タ ー会 議 に お いて は 「社 会 問題 に対 す
る友 会 の態 度」 とい うテ ーマ をめ ぐるシ ソ ポジ ウ
ム も行わ れた。 新 時 代 の ク ェイ カ リズ ムの最 大 の
指導 者J・W・ ラ ウソ トリー(1868～1go5)は また,
社会 奉 仕 の慈 善 活動 を超 えて,社 会 問題 を包括 的
に研 究 す る よ う友 会 を 導 い た の で あ った(5)。他
方,数 名 の ク ェイ カ ーは1898年4月 に 「社 会 主 義
老 ク ェイカ ー協 会 」 を結 成 した。 この協 会 が ク ェ
イ カー派 の主 流 に な る こ とは なか った けれ ど も,
彼 等 の発 言 は友 会 の 行 動 に か な りの 影 響 を 与 え
た⑥。
ブ ーア戦 争(1899～1902)か ら第 一 次 世 界 大 戦
ま での あ いだ に,ク ェイカ ー派 の社 会 経 済 問題 へ
の取 組 み は本 格 的 に な って い った 。1903年 に は,
「社 会 諸 問 題 の研 究 を奨 励 し,宗 教 的 信 仰 の社 会
的,市 民 的 生活 へ の適 用 を勧 め る」 とい う目的 で
「フ レ ソズ社 会 同 盟 」 が結 成 され て,会 長 にB・
シ ー ボ ー ム ・ラ ウソ トリー,出 納長 にG・ キ ャ ド
ベ リjr.が 就 任 した。 また1912年 に は,ロ ソ ドソ
年 会 の勧告 に もとつ いて フ レソズ社 会 同盟協 議 会
が 開催 され,社 会 問題 につ い ての ク ェイ カー派 の
取組 み方 が協 議 され た{7)。
ブ ーア戦 争 時 に,G・ キ ャ ドベ リーや ジ ョウゼ
フ ・ラ ウ ソ トリーが新 聞社 を 買収 して,新 聞 を通
して戦争 反 対 の キ ャソペ ー ソを行 な った のは有 名
だ が(8),第 一次 世 界大 戦 の時 に は千 人 以 上 の若 い
ク ェイ カ ーが反 戦 を唱 えて,兵 役 を拒 否 し,う ち
数 百 名 が 獄 に 投 じ られ た(9)。開 戦 直 後 に ク ェイ
カー派 の 四 つ の 委 員 会(10)の後 援 で 開催 さ れ た ラ
ソデ ィ ドゥノ ウ会 議 に は,約270名 の友 会 徒 が 出
席 し,戦 争 問 題 と社 会 問題 が お もに議論 され た。
1915年 の ロソ ドン年 会 で は,「 戦争 と社 会 秩 序 に
関 す る委 員 会 」(C.W.S.0.)を 受 難 対 策 集 会 の 下
に設置 す る こ とが決定 され,J・ エ ドワー ド・ポ ジ
キソが委員長 に任命 された。翌1916年 には ロソ ド
ソ年会 によって 「戦争 と社会秩序 に関す る会議」
が開催 された。C.W.S.O。 がその準備 に当た った
ことは言 うまで もない。 この会議に出席 した友会
徒 の代表者た ちに よって 「友会徒 と社会秩序」 に
ついてのメ ッセージが作成 されたが,そ れ は七箇
条 に要約 されていた。1917年 の ロソ ドン年会 は,
このメ ッセージを全国の諸季会 に送 って,そ れ ら
の季会の意見を打診 した。J・ エ ドワー ド・ポジキ
ンを委員長 とす るC.W.S.0.は 以上の事情 をふ ま
えて,以 下で訳出 され る 「真の社会秩序 の八つの
基礎」 を起草 して,1918年5月 末の ロソ ドソ年会
に提示 し,年 会 は これをキ リス ト友会の 「証 し」
として採択 した(111。
クェイカー派には,い わゆ る教理 問題集や公教
要理 に相当す るものは無い。だが,先 輩 の友会徒
の証 しの うちで,現 代 にも適用 し得 る重要 な証 し
をまとめた 『キ リス ト者の信仰 と実践』 とい う本
が,信 仰 生活の座右 の書 として使 われ てい る。
1918年 に年会 において採択 された この 「真の社会
秩序 の八つの基礎」 は,現 行の 『キ リス ト者 の信
仰 と実践』に も収録 され,尊 重 されている。だが
現在 まで,こ れ に対す る友会 内か らの批判 が無
かったわ けで はない。す なわち,第 二次大戦後の
1953年 に,ロ ソ ドン年会 において 「八つの基礎」
の うちの第七項 と第八項が批判 され,そ の後幾度
か同 じ批判が繰 り返 されたのである。批判の要点
は,第 七項では,営 利追求 が道徳的罪悪 として糾
弾 されているかのごとく,誤 解 され うること,第
八項で は,共 産主義や社会主義が支持 されている
かの ごとく,誤 解 され うることであった。また,
この 「八つの基礎」 は第一次大戦直後 の時代思想
の産物 なので,新 時代 に合わせて改訂 され るべ き
だ,と い う議 論 もあった(12)。この よ うな批 判 を
こ うむ ったに もかかわ らず,「 真 の社会秩序 の八
つの基礎」 が元来 の形 のままで,尊 重 されている
のは,そ れが時代的制 約や,政 治的党派性を超越
した クェイ カー主 義 の精髄 を表現 してい るか ら
だ,と 私 には感 じられる。
第一回 クェイカー雇用主会議が,20世 紀初頭に
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お け る ク ェイ カ ー内部 で の社 会 問題 へ の 前述 の よ
うな関 心 の高 ま りの 結 果 と し て 開 催 され た こ と
は,明 らか で あ る(13)。実 際 こ の会 議 の 議 事 録
お よび報 告 文 の 責任 編 集 者 は,C .W.S.0.の 委 員
長J・ エ ドワー ド・ポ ジキ ンで あ った。 だが 直接 的
に は,特 定 の ク ェイ カー実業 家 諸 家族 の人 々 ,と
りわ け ラ ウ ソ ト リー一家 の 人hの 強 力 な リーダ シ ッ
プに よって この会 議 が 実現 した ,と い うの が,私
の推 察 で あ る。
第 一 回 ク ェイカ ー雇 用 主 会 議 の議長 は庶 民 院議
員 ア ー ノル ド・S・ ラ ウン トリー(J・W・ ラウン ト
リーお よびB・ シーボーム ・ラ ウン トリーの従兄弟)
で あ るが 彼 は,開 会 の辞 の 中 で,産 業 民 主主 義 の
実現 こそ が今 日の産 業 問題 の最 大 の課 題 で あ る と
し,そ の実 現 の た めの第 … 歩 として ウ ィ ッ ト リー
報 告 を高 く評価 し,ク ェイ カ ー雇 用 者 た ち もそ の
実 現 の ため に積 極 的 に協 力 しよ う,と 呼 び かけ て
い る個 。 自 由 党 ア ス キ ス 内 閣 の 下 で,戦 後 復 興
を考 え る再建 委 員 会 が組 織 され てい た が,こ の再
建 委 員 会(B・ シーボーム ・ラウソ トリー もその メン
バ ーであ った)個 の下部 組織 と して
,J・H・ ウ ィ ッ
トリーを委 員 長 と して1916年10月 に発足 した のが
「労使 関 係 に 関す る委 員 会」,通 称 ウ ィ ッ トリー委
員 会 で あ った。 この委員 会 は,1918年 の6月 まで
に五 つ の報 告書 を発表 した の ち,解 散 した が ,そ
れ らの報 告 書 の うち第 一報 告 書 がふ つ う 「ウィ ヅ
ト リー報 告」 と呼 ぽれ て い る。 「ウ ィ ヅ ト リー報
告」 の趣 旨は,戦 時非 常体 制 の下 で の労 使協 調 路
線 が,戦 後 も持続 され るべ きだ と して,工 場 協 議
会(WorksCouncil)の 設 立 を 奨 励 した こ と に
あ った。 本 報 告 は,1917年6月 に戦 時 内 閣 に よ っ
て検 討 され た うえで,労 働 大 臣 の命 令 で,全 国 の
労 働 組 合 と,雇 用 主 の 諸 協 会 に 回 覧 され た(16)。
し か しな が ら,工 場 協 議 会 は,「 ウ ィ ッ ト リー報
告」 に先 立 つ1916年9月 に,ラ ウン トリー ・チ ョ
コ レー ト会 社 の一 部 門 で設 立 され て ,活 動 を開 始
し て い た。 ま た,ア ー ノル ド 。ラ ウ ソ ト リー と
B・ シ ー ボー ム ・ラ ウソ トリー は,工 場協 議 会 の 全
国的 な設 立 のた め に活 発 な行動 をす で に展 開 して
いた(17)。
B・ シー ボ ー ム・ラ ウ ソ トリーは我 国 で は ,ヨ ー
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クの 貧 民 の 実 態 調 査 を行 な って,「 貧 困線 」 の概
念 を 掘 下 げ た 人 物 と し て有 名 で あ るが(18),こ の
社 会学 者 と して の活 躍 は,彼 の 多方 面 の活 動 の一一
面 にす ぎない。 彼 は まず,チ ョコ レー ト企 業家 の
家 に 生 れ,有 能 な企 業 家 と して 手 腕 を 発 揮 した
(1897年 に取 締 役,1923年 に 会 長 に就 任)。 次 に 彼
は,F・W・ テ イ ラ ーの 『科 学 的 管理 法 』(1911年
刊)に 反 発 しつ つ,経 営管 理,特 に労 務 管 理 問題
につ い て の考 察 を進 め,『 実業 に お け る人 間 的要
素 』(19)(1921年 刊)等 の著 書 を 刊 行 し,イ ギ リス
経 営学 の基礎 を作 った。 イギ リスの最 初 の経 営 学
会 で あ る経 営 管 理研 究 グル ー プNo.1の 会 長 に就
任 した の も,B・ シ ーボ ー ム ・ラ ウン トリーで あ っ
た⑳ 。 更 に 彼 は,新 自 由 主 義 の 有 力 な イ デ ォ
ロー グの一 人 で あ り,1912年 以 降 ,デ イ ヴ ィ ッ ド
・ロイ ドeジ ョージ の ア ドヴ ァイザ ー の一 人 と し
て,自 由党 の 各 種 委 員 会 の 委 員 と して 活 躍 し,
種hの 社 会 調 査 を 行 な った(21)。新 自 由主 義 の 思
想 が,自 由放 任 主 義 が大量 の貧 困 を 生み 出 し放 置
した事 実 に対 す る反 省 か ら出発 した こ と,ま た,
1906年 か ら1914年 の あ いだ に,「 ナ シ ョナ ル・ミニ
マ ム」 の思 想 に立 脚 して 「リベ ラル ・リフォ ー ム」
が実 施 さ れ た 事 実 ⑳ を想 い 起 す な らぽ,こ の新
自由主義 の姿 勢 と,1918年 ク ェ イカ ー雇 用 主 会議
の姿 勢 に は,共 通 す る部 分 が か な り存 在 す る こ と
が理 解 され るで あ ろ う。 この両 者 を仲 介 した の が
シ ーボ ー ム ・ラ ウ ソ ト リーを 中 心 とす る 人 々 で
あ った。
ク ェイカー雇用主会議は,1918年 以降10年 ごと
に合計四回開催 されたが,い ずれの場合 も,あ ら
か じめ予定 された幾つかのテーマについて数人の
報告者が報告 を行 い,次 いで これ らの報告のそれ
ぞれにつ いて参加老に よる討論が行われた。r
回 と第二回の雇用主会議では,そ れ らの報告 と討
論を踏 まえて,公 式報告書が採択 されたが,第 三
回 目(1938年)に おいては,報 告者た ちの見 解が
同一の問題 をめ ぐって鋭 く対立 したため,公 式報
告書 は作成 されなかった。第四回 目の雇用主会議
(1948年)は 実 質 的 に は,講 演 会 に 近 い も の に
なって しまっていた。 しかし第一回 目の会議の記
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録 に は,公 式報 告 書 が ま とめ 上 げ られ る以 前 の,
報告 者 の報 告 文 と,そ れ を め ぐる議 論 が収 録 され
て い る の で,そ れ ら を 検 討 す る こ と は,ク ェイ
カー実業 家 た ち の経済 ・経営 思 想 を知 る上 で興 味
深 い。
第 一 回雇 用 主会 議 の 第ニ セ ッシ ョソで,雇 用 主
た ち は,(ク ェイカー教徒 で ない)労 働 者 代 表 三 名
の講演 を聞 い て,労 働 者 一般 の要求 や 意見 を問 い
質 した㈹ 。 第 三 セ ッシ ョソで は 「賃 金」 問 題 に
つ い てB・ シ ーボ ー ム ・ラ ウン トリーが報 告 を行
な った 。彼 が こ こで提示 す る 「基 礎 的賃 金 」概 念
は,彼 が か つ て ヨー クの 貧 困調査 の結 果得 た 最低
生 活 費用 の概 念 に基 づ くもの で あ る こ とは,言 う
まで もな い(24)。B・ シー ボ ー ム・ラ ウ ン トリーに よ
れ ぽ,戦 後 の成 人男 性 の基 礎 的賃 金 は,週44シ リ
ン グ,成 人女 性 の それ は週25シ リソ グで あ るべ き
で あ る。 実際 に支払 わ れ るべ き賃 金 は,こ の基礎
的賃 金 に二 次的 報酬 を加 算 した もの とな る。 シ ー
ボ ー ム ・ラウ ソ トリーは,こ れ らの賃 金 を支 払 う
た め に 生 産 効 率 を上 げ る こ との 必 要 性 を力 説 し
た。 また,政 府 との協 力 の うえで,各 産 業 ご との
賃 金 局(TradeBoard)が,全 業 種 にわ た って 今
後5年 以 内に作 られ,賃 金基 準 の徹 底 が は か られ
るべ きだ,と した(25)。B・ シ ーボ ー ム ・ラ ゥソ ト
リーの この報 告 につ い て は,基 礎賃 金 その もの に
対 す るJ・ ス ミス ソソやF・L・ イム ピ ーの反対 論(26)
や,地 域 間 ・業種 間 の格差 を考慮 す べ き との慎 重
論 も表 明 され たが,ラ ウン トリーの説 得 が効 を奏
して,公 式報 告 書 の形 にお さま った。
第 四 セ ッシ ョソで は,「 労 働 者 の地 位」 に つ い
て,バ ー ミン ガ ムの文房 具 製造 企 業 モ ァ ラン ド ・
ア ソ ド ・イ ソピ イ社(27)の工 場長,J・B・ シ ュアル
が報 告 を行 な った。 彼 は まず,雇 用 主 は労 働 老 を
信 用 し,彼 等 の考 えや 欲 求 を理 解す べ きだ と述 べ
た うえで,労 働 交 替制 や,不 況 時 にお け る労 働 時
間短縮 が邪 悪 で あ る こ とを訴 える。戦 後 の労 使 関
係 の基礎 とな るべ きなの は,ウ ィ ッ トリー報 告 に
お い て奨励 され た工 場協 議 会 と産 業 協議 会 の全 国
的 組織 で あ る。 労働 者 の子弟 には初 等教 育 ば か り
で な く,よ り充 分 な一 般 教育 と技術 教 育 を与}る
べ きで あ る。 オ ー トメー シ ョンの導 入が 労働 者 の
地位 を低 下 させ て い る,と い うの は誤 った 俗説 で
あ り,機 械 管理 は高度 な技 術 と知識 を持 った 熟練
工 の仕 事 に な ってい る。 非 人間 化 の影 響 を オ ー ト
メー シ ョソ化 が与 える可 能 性 が あ るに して も,こ
れ は労 働 時 間短縮 等 に よ って回避 で き る。一 以
上 が シ ュア ル の 報 告 の 要 点 で あ った(28)。 この 報
告 を め ぐって は,ウ ィ ヅ トリー報 告 の内 容 を支 持
して,こ れを 実行 に移 してい こ う,と い う意 見 が
相 次 いで 出 され て,シ ュアル報 告 の趣 旨は承 認 さ
れ た。 た だ しシ ュアル報 告 の文 章 は,労 使共 同事
業(co-partnership)の 実 施 の意 図 あ り との誤 解
を招 くとの理 由で,文 章 の練 り直 しが 図 られ た。
共 同事業 にか んす る ク ェイ カー雇用 者 た ち の考 え
方 につ い て は,こ の会 議 の い ろ い ろな場面 で表 明
され て い るが,の ち に ま とめ て検 討 した い。 細 か
い点 に な るが,労 働 交 代 制 に か ん し てB・ シ ー
ボ ー ム ・ラ ウ ン トリーが リーヴ ァ ヒ ュー ム卿 の6
時 間3交 代 制 を 「奇怪 」(monstrous)で あ り,労
働 者 の 家庭 生 活 を破壊 す る もので あ る,と して激
し く批 判 して い る点 は 注 目に値 す る(29)。ま た 教
育 にか ん してG・ キ ャ ドベ リjr、 が,地 元 行 政 当
局 に よ る労働 者 教 育 に対 して企 業(な いし企業 連
合)が 資 金 援 助 を行 う方 式 を提 言 してい る事実 も
注 目に値 す る㈹ 。
第 五 セ ッシ ョソで は 「労 働諸 条 件」 につ い て,
バ ー ミ ン ガ ム の コ コ ア ・チ ョコ レー ト企 業 家
ジ ョージ ・キ ャ ドベ リlr.が 報 告 を行 な った。 彼
は まず,労 働諸 条件 が,充 分 な賃 金,お よび,雇
用 主 や 同僚 労働 者 との 良好 な人 間 関係 とい う基礎
が確 立 して い なけれ ぽ,論 じ る意 味 が ない,と 言
う。 次 に彼 は,雇 用 契 約,規 律 労 働 時間 厳守,労
働者 の解 雇S労 働時 間,婦 人 労働,事 故,リ ク リ
エ ー シ ョソ,労 働者 か らの提 言,監 督 の任 命 等,
従 業 員食 堂 と作 業場 の物 理 的環境,な どの具 体的
諸 問題 を詳 述 し,最 後 に,雇 用 主 が労 働者 を信用
し,良 好 な労 働諸 条 件 を与}る な らば,企 業 は繁
栄 す るだ ろ う,と 結 ん で い る(31)。討 論 に お い て
は,ジ ョージ ・キ ャ ドベ リjr.が 提 示 した 原 則 的
重 要 問題 につ い て は,ほ とん ど何 らの異論 も表 明
され ず(ほ ぼその まま公式 報告 文 に生 か され),論
争 は二 つ の瑚 末 な問 題 を め ぐって行わ れ た。 キ ャ
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ドベ リー社 で は労 働者 の管理 のた め の勤 務 評定 表
制(RecordCardSystem)を1904年 に導 入 して ,
効 果 を上 げ たの で,報 告者 はそ の導 入 を勧 めた の
だが,J・E・ ポ ジ キ ンやF・H・ フ ォ ック スか ら,
現 在他 企 業 に新 規 に この制 度 を導 入 す る こ とは ,
労働 側 との 間 に紛争 の種 を持 ち こむ こ とに な る,
と い う反 論 が 提 示 さ れ て(32),公 式 報 告 文 で は
キ ャ ドベ リーの この提 案 は 削除 された。 次 に キ ャ
ドベ リーは,男 性 労 働者 と女 性労 働者 の職 場 は分
離 され,後 者 に は女 性監 督 が配 置 され るべ きだ ,
と した が,こ れ に対 しては,職 場 で の男 女分 離 は
時代 に逆 行 す る もの で あ る とか,男 女 を同 じ職場
で働 か せ た ほ うが職場 の雰 囲 気 が 明 る くな る ,と
い った反 対 論 が多 くの ク ェイ カ ー雇 用主 か ら出 さ
れ て㈹,キ ャ ドベ リーの こ の提 言 も公 式 報 告 文
か ら除 外 さ れ た。 な お 公 式 報 告 文 の 「労 働 諸 条
件 」 の部 分 の文章 の最終 的 検 討 を,議 長 は報 告者
とH・ ク レイ とB・ シー ボ ー ム ・ラ ウン トリーの
三 者 に 委 任 した(34)。公 式 報 告 文 の 中 で ,中 間 管
理 職 の教 育 の必 要 や 生産 効 率 の引上 げが 力説 され
て い るの は,シ ーボ ー ム ・ラ ウソ トリーの影 響 の
結 果 で あ ろ う,と 私 は推察 す る。
第 七 セ ッシ ョンで は 「雇 用 の確 保 」 に つ い て,
グ ラス トンベ リ(サ マ シ ッ トシ ア)の 羊 皮 敷 物 業
者J・ コ ウル ビー ・モ ア ラ ン ドが,報 告 を行 な っ
た。 彼 は,失 業 か ら生 じる諸 問題 だ けで な く,失
業 を生 み 出す 諸原 因 を も考 察 す べ きであ る,と す
る。 彼 は,好 況時 に農村 の若 者 の5分 の2が 都市
に流 入 してい る事 実 に注 目 し,農 業 労働 者 の賃 金
水準 を引上 げ て,農 村 生 活 を よ り魅力 的 にす る こ
と が,長 期 的 失 業 問 題 の 解 決 策 に な る,と 言
う㈹ 。 これ に 対 して,参 加 者 た ち か ら は様hな
興 味深 い意 見 が 出 され た。 ヘ ン リー ・ク レイ は,
ク ェイ カー企業 の労 働者 の大 半 が,末 組 織 の婦人
労働 で あ って,不 況期 に最 も弱 い立場 に あ る こ と
に,注 意 を うなが し,F・ バ ー チ ャル は 企 業 が 多
角 化 に よ って不 況 を の りこえ,失 業 者 を出 さな い
よ う努 力す べ きだ,と 主 張 した(36)。また ,F・H・
フ ォ ック ス,G・ キ ャ ドベ リーjr.,C・M・ ドソ カ
ス タ ーお よ びB・ シ ーボ ー ム ・ラ ウン トリー は,
単一 企 業 の み な らず,多 企業 の合 同 の,な い しは
一145一
業 界 間 の 協 力 の 下 で の,失 業 対 策 基 金(Un-
employmentFunds)の 創 設 の 必 要 を 力 説 し
た(37)。最 後 の 点 は,公 式 報 告 書 の 中 に取 り入 れ
られ た。
第 九 セ ッシ ョンで は 「余 剰利 潤 の割 当 て」 に つ
いて,バ ー ミンガ ムの公 認会 計 士A・J・ カ ドワー
スが報 告 を行 な った。 最終 的 な公 式報 告 書 に お い
て は,利 益 分 配 制(Profit-Sharing)や 共 同 事 業
(Co-partnership)に つ い て具体 的 な提 案 を行 うこ
とは,差 し控 え られ た のだ が,実 は,カ ドワース
の報 告 にお い て も,ま た 会議 参 加者 の側 か ら も
,
か な り具体 的 な意 見 が提示 され て,こ れ らにつ い
て活 発 な討 論 が たた かわ され た の で あ った。
カ ドワー スは まず,現 在 資 本家 の み が専 取 して
い る 「余 剰利 益 」 が,労 働 者 に も分 け与 え られ る
べ き だ と し,「 利 益 分 配 制 」(Profit-Sharing)の
最 も安 全 で便 利 な方 法 は,有 限 会社 の場合 に は ,
会 社 の普 通 株 を労 働 者 に所 有 させ て,「 余 剰利 益 」
を株 式配 当の形 で分 配す る ことで あ る,と 言 う。
と ころ が,こ の従 業員 持 株制 は ,こ れ まで 幾 つ か
の企 業 にお い て 「共 同 事 業」(Co-partnership)の
現実 的形 態 と して,組 合潰 しのた め に導 入 され て
きて お り,こ れ が 労 働 組 合(TradeUnion)の 反
発 と敵意 を招 いて,多 くの場 合挫 折 して きた。 し
か し,「 共 同 事 業」 は 本 来,従 業 員 持 株 制 と して
実 現 さ れ るべ きで は な く,財 務 や 商 務 や 労 務 と
い った 経営 管 理 業務 に労働 者 が参 加 す る こ とを意
味 す るべ きであ る。 これ は ク ェイカ ー雇 用 主 の理
想 とす べ き事柄 で あ るが,労 働 者 に資本 が無 く,
見 識 もな い現状 にお いて は,実 現 不 可能 で あ る。
しか し,ウ ィ ッ ト リー報 告 が奨 励 す る工 場協 議 会
と産 業 協議 会(lndustrialCouncils)を ま,労 働 者 の
経 営 参 加実 現 の ため の第一 歩 とな り得 る。 なぜ な
ら,そ れ は労働 者 が 労務 管 理 を学 ぶ 場 とな るか ら
で あ る。一 以上 の よ うに,カ ド ワース は ,「 共
同 事業 」 実 現 のた め の第 一 歩 と して工 場 協議 会 の
設立 を提 案 し,こ れ とは別 にs従 業 員 持株 制 に よ
る利 益 分 配 制 を奨励 した の で あ った㈹(こ の問題
に関 してB・ シーボーム ・ラウン トリーは,カ ドワー
ス と全 く同意見であ った)(39)。
議長 ア ー ノル ド・S・ラ ウン トリーに よれ ぽ,カ
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ドワー スの報 告 に対 しては,積 極 的賛 成論 よ りは
消 極 的 反 対 論 の方 が 多 か った(40)。雇 用 者 と し て
は 「基礎 的 賃 金」 を労働 者 に支 払 うだ けで も大 変
なの に,利 益 分 配制 どころ で は ない。 また,不 況
時 に は利 益 分 配 は不 可 能 で あ る,と い うの で あ
る(41)。しか し他 方 で,強 力 な賛 成 論 も存 在 した。
カ ドワー スの報 告 に先立 って第六 セ ッシ ョンで,
ハ ル の機械 製 造 業老W・D・ プ リース トマ ソが 自
社 で 実施 して い る利 益 分 配制 につ い て詳 説 し,こ
の制 度 の導 入 が労 使 関係 を良好 に し,会 社 の業 績
を 向上 させ た,と 報 告 し た が(42),こ の セ ッシ ョ
ソで も,F・H・ フ ォ ック スが 自社 で長年 行 わ れ て
きた利 益 分 配制 につ い て説 明 し,そ の効 用 を説 い
た(43)。H・ ク レ イ,A・L。 レキ ッ ト,J'ス ミス
ソソ も利益 分 配制 を支持 して,公 式報 告書 では,
「余 剰 利 益 が 存在 す る場 合 」 とい う条 件 付 きで利
益 分 配制 が奨 励 され た ので あ る。 なお,会 社 と利
益 が一種 の委 託物(trust)と 考Z..ら れ るべ きだ,
とい う一文 は,J・E・ ポジ キ ンの動 機 に よって・
報 告書 に加 え られ た(44)。
共 同事 業 につ いて は,カ ソバ ー ラ ン ドの製 薬 業
者W・ ア ー ウ ィシ と シ ェ フ ィール ドの 製 鋼 業 老
C・M・ ドソ カス タ ーが,共 同事業 制 を理 想 的 な企
業 形態 と して称 揚 した(45>。
20世 紀初頭英 国 ク ェイ カー派 の経 済 ・経営 思想 につ いての二つ の資料
以上の よ うな,報 告者 たちの報告 と,参 加者 で
あ るクェイ カー実業家 た ちの熱心 な討 論 の成果
が,下 に訳 出 した 「クェイカー雇用主会議(第 一
回)の 公式報告書」 である。 この資料 は,現 代企
業におけ る経営者 の立場 と,キ リス ト教的社会主
義 とをいかに して両立 させ るか,と い う問題 につ
いての解 答 の一例 として,価 値 を持 つ もので あ
る。 この テーマ は 経 済 社 会 に お け る社 会 正 義
(SocialJustice)の 実現 とい う,歴 史 を越 えた永
遠のテ ーマに連 なるけれ ども,「 第一 回雇用主会
議」の成功 自体 が時代 の環境 に大 き く影響 されて
いた ことも,き わめ て明白であ った。前述の よ う
に,こ の会議 に先立つ10年 間 に英国では,自 由党
政権 のも とで新 自由主義の思想 に基づ いた一連の
社会福祉的立法 が制定 された。 また第一次大戦の
非常事態の下で,ト レイ ド・ユ ニオソも労使協調
路 線 を採 用 して いた。 そ して ク ェイカ ー派 内部 で
は,ラ ウ ソ トリー家 の 人 々,J・E・ ポジ キ ソ・G'
キ ャ ドベ リーjr.と い った新 自由主 義 の立 場 を採 る
実業 家た ちが,指 導 権 を握 ってい た。
しか しなが ら,こ の よ うな状 況 は長 くは続 か な
か った 。 ウ ィ ッ トリー報 告 書 と ク ェイ カー雇用 主
会 議(第 一 回)公 式 報 告 書 が 奨励 した 合 同産 業 協
議 会(J。intIndustrialCouncils)は,1920年 に は
全 国で56存 在 した けれ ど も,工 場協 議 会 に関す る
法 令 が制 定 され な か った こ ともあ って,労 働 者 は
工場 協 議 会 に期 待 を抱 かず,個hの 工場 レヴ ェル
で工 場 協 議 会 が 成 立 した 例 は希 で あ っだ46)。 イ
ギ リスの政 治 に お い ては,自 由党 の支 持 率 は急 速
に低 下 し,ク ェイ カー派 の あい だ で も,労 働 党支
持 率 が 増 大 して い った。1964年 の 選 挙 に お け る
ク ェイ カー教徒 の政 党支 持 率 につ い ての あ る調査
に よれ ぽ,労 働 党,自 由党,保 守 党 に対 す る支 持
率 は そ れ ぞ れ,42%,37%,21%で あ った(47)。
この よ うな政党 支持 の多様 化 現 象 は,ク ェイ カ ー
雇 用 者会 議 に も反 映 された。
1938年 に開 催 された第 三 回 雇用 主会 議 で は5つ
の講 演 と6つ の短 い報 告 が行 わ れた が,講 演 者 の
一 人 で
,チ ョコ レー ト企 業 家 で あ りイ ン グ ラン ド
銀 行 の取 締 役 を も務 め たL・J・ キ ャ ドベ リー(48)
(1889～1982)は,政 府 に よる産 業 統 制(産 業復 興
のための公共事業計画を含む)を 批 判 して,一 世 代
前 の ク ェイ カ ー実 業家 グル ー プの指 導 者 た ち とは
全 く異 な った 姿 勢 を 見 せ た(49)。他 方,軍 需 省 会
計担 当官 を経 て当時 マ ッキ ソ トッシ ュ社 の取締 役
で あ ったJ・H・ ガ イ(1881～1955)は,実 業 の基i
本 原理 と宗教 の それ との調和 が困難 で あ り,と り
わ け,金 融 に よ る富 の蓄 積 ばか りが追 求 され て い
る現状 で は,そ れ は不 可能 で あ る と述 べ る。 ガイ
は,今 こそ 「真 の社 会 秩序 の八 つ の基礎 」 に立 ち
戻 り,産 業 民主 主 義 を実 現す べ く努 力 す べ きだ と
し て,そ の プ ロ グ ラ ム を 提 示 して い る(50)。そ の
プ ログ ラ ムの検 討 な どは別 稿 に譲 るが,ガ イの提
案 が キ リス ト教 社会 主 義 の影 響 を受 けた もので あ
る こ とだ け は,こ こで 指 摘 し て お きた い(51)。講
演者 のあ いだ に この よ うに原則 的 立場 の対 立 が あ
る な らぽ,雇 用 主 会 議 の公 式 報 告 を ま とめ る の
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は,お よそ 不可 能 なの で あ り,議 長 ハ ーバ ー ト ・
タナ ー もそ の事 実 を認 め ざ るを得 な か った{52)
。
信 徒 の 多 くが社 会 主 義 な い し労働 党 の立 場 に接
近 して きた とい う状 況 は,次 第 に ク ェイカ ー雇 用
者 会議 開 催 の ため の 雇用 者 た ち の熱意 を失 わせ て
い った ことで あ ろ う。 ク ェイカ ー雇 用 主 た ち は
,
ク ェィ カ ー教 徒 と して は社 会 主義 に共 鳴 で きるか
も しれ な いが,雇 用 主 と して はそれ を受 け容 れ る
わ けに は いか ない か らで あ る。 私 は未 だ確 認 して
い ない が,英 国 の大企 業 経 済 の発 展 の過 程 で ,資
本 家 や トップ ・マネ ジ メ ン トの ク ェイ カ ー教 徒 の
絶 対 数 が減 少 して くる,と い う指摘 が よ く行 わ れ
る。 また1918年__`"回 ク ェイ カー雇 用主 会 議 の 中
心 的 メ ンバ ーで あ ったB・ シ ーボ ー ム ・ラ ウソ ト
リとJ・E・ ポ ジキ ンは,と もに1954年 に他 界 した。
1957年 には,翌 年 に予 定 され て いた雇 用主 会 議 の
中止 が 決定 され た。 そ して,そ れ以 後二 度 とク ェ
イ カ ー雇 用 主 会議 が 開催 され る こ とは無 か った。
しか し な が ら1958年 に は,雇 用 主 会 議 に代 え
て,「 産 業 お よ び 社 会 秩 序 に つ い て の 会 議(A
ConferenceonIndustrialandtheSocialOrder)」 カミ
開 催 され た(53)。 この 会 議 に お い て ク ェイ カ ー派
は,再 び社 会 ・経 済 問題 に取 り くむ べ き基 本 的姿
勢 を確 認 した の で あ る。 労 務 や経 営管 理 の問題 に
つ い て は,友 会 として の具体 的 な指 示 は な くな っ
た の だが,し か し,プ ラステ ィ ック製 造業 者 ア ー一
ネ ス ト・ベ イ ダ ー(1890～1982)の よ うに,徹 底 し
た産 業民 主 主義 を実 現 させ た ク ェイ カ ー実 業 家 も
現 わ れた ので あ った㈹ 。
〔註 〕
(1)興 隆 期 ク ェ イ カ ー 派 の 社 会 思 想 に つ い て は,Schenk
,
W.,TheConcernforSocialJusticeinthePuritan
Revolution,London,1948 ,Chapter?.,お よ び 山 本 通 「初 期
ク ェ イ カ ー一派 の 千 年 王 国 論 」
,田 村 秀 夫 編 『イ ギ リ ス 革 命
と千 年 王 国 』1990年,同 文 舘,第 六 章
,を 見 よ。




(3)穀 物 商 ジ ョ ウ ゼ フ ・ス タ ー ジ は,庶 民 院 議 員 に も な っ た



















(11)詳 し くは ・ProceedingsofL・radonYearlyMeetingof
theReligiousSocietyofFriends .(1918)pp.75-81.こ
の 冊 子 は,も ち ろ ん毎 年1冊 つ つ 発 行 され て い る 。
(12)Marwzck,vp.C?,C.,に よれ ぽ 「八 つ の 基 礎 」 に対 す る批
判 論 文 と し て代 裏 的 な もの は,Dingle ,Herbert,℃hris-
tianityantiOtherThings'inTheFriend ,October25,
1952.pp.954-956,お よ びDavie ,Mary,`Friendsandthe
Sac.ialUrder'in'lheFriend,November17 ,November
24,December1,December8 ,December15,pp.1496-
1498,1540-1543,1570-1572 ,1601--1603,1637-164.で あ る。
TheFriendは 現 在 で も刊 行 され て い る ク ェイ カ ー派 の 機
関 紙(週 刊)で あ る。
㈲ こ の こ と につ い て は,第 一一回 ク ェ イ カ ー雇 用 主 会 議 の 議
長 ア ー ノル ド・S・ ラ ウ ン ト リーが,開 会 の 辞 に お い て説 明










(16)ウ ッ ト リー委 員 会 と ウ ッ ト リー一報 告 に つ い て は,
Seymour,JohnB.,TheWhitleyCouncilsScheme
,
London,1932.を 参 照 せ よ。
(1の ・:'_Asa,op,cit.,pp143-148 .
(18)Poverty:astudyofTownLife ,London,1901,(長 沼 弘
毅 訳 『貧 乏 研 究 』 ダ イ ヤ モ ン ド社,昭34年)お よ びPov.
ertyα 勿lProgress,/1S召`0耀50磁1Surveyげyb漉
,
London,1941.(厚 生 省 社 会 保 障 資 料 第7号 『最 低 生 活 の
研 究 一 貧 困 と進 歩 』 昭26年)。
(19)TheHumanFactorinBusiness ,London,1921.
⑳ 彼 は1927年 か ら1943年 ま で16年 聞,こ の グ ル ー プ の 会 長
を つ と め た 。Briggs,Asa,op.o∫' .,pp.272-274,
⑳ 彼 が ロ イ ド ・ジ ョー ジ と の 面 識 を 得 た の は1907年 で あ
り,ロ イ ド ・ジ ョー ジ と訣 別 した の は1935年 の こ とで あ る
(Briggs,Asa,ibid.,especiallyChapterIII)o
(22)リ ベ ラ ル ・ リフ ォー ム と は,社 会 政 策 の 新 し い 分 野 と し
て,老 齢 年 金 制 度,最 低 賃 金 制 度,疾 病 お よ び失 業 に 対 す
る社 会 保 険 制 度 な ど の施 策 が 創 設 され た こ とを 言 う。 安 保
則 夫 は,ボ ブ ス ン お よ び サ ミ ュエ ル の 著 作 を 分 析 し て ,
r新 自 由 主 義 者 に と っ て 社 会 改 革 と は ,特 定 ゐ 個 人 や グ
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..の み を 対 象 とす る不 利 益 是 正 ・弱 者 救 済 で は な く,
す べ て の市 民 に 機 会 均 等 を保 障 す る こ とに よ っ て,個h人
の 全 面 的 な 自己 発 達 の 可 能 性 を 引 き 出 そ うと す る も の で
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あ った(傍 点 安 保)」 と結 論 す る 。(「 イ ギ リス 新 自 由
主 義 と社 会 改 革 一 世 紀 転 換 期 に お け る失 業 ・社 会 問 題 の
認 識 を め ぐ っ て一 」 『経 済 学 論 究 』38巻3号)。 新 自 由主
義 者 の 社 会 改 革 は,弱 者 救 済 の た め の 自 由 主 義 者 の そ れ
や,競 争 の 機 会 そ の も の の 否 定 の原 則 に立 つ 社 会 主 義 者 の
そ れ と,対 比 す る と,解 り易 い。
㈱QuakerismandIndustry,1918.pp.21-43.三 名 とは,
リー ズ労 働 党 前 委 員 長 ハ ロル ド ・ク レ イ,バ ・一 ミソ ガ ム の
労 働 者 の 指 導 老 トム ・ハ キ ヅ トお よ び 労 働 者 教 育 協 会 の従
業 員 ス クル ー トソ女 史 で あ った 。 彼 等 が 憶 す る こ と な くrl:
働 者 … 般 の 意 見 を 代 弁 して い る こ とが,印 象 的 で あ る。 彼
等 は 労 働 者 の 地 位 の 向 上,よ り高 い 教 育,そ し て職 種 間 賃
金 差 別 の撤 廃 を 要 求 し,ウ ィ ッ ト リー の工 場 協 議 会 が 労 働
者 懐 柔 の機 関 と な る,と し て これ に反 対 した 。
(24)B.S.Rowntree,Poverty,1901;Briggs,Asa,op.cit.,pp.
37-42.ま た,岡 田 与 好 「『福 祉 国 家 』 理 念 の 形 成 」 東 京 大
学 社 会 科 学 研 究 所 編 『福 祉 国 家 』 第 一 巻,!984年pp,62
-63 .を も見 よ 。
(25)QuakerismandIndustry,1918,pp.44-47.
㈱ ス ミス ソ ン は,競 争 原 理 を支 持 し て,現 行 の 各地 域 の賃
金 率 を 基礎 的 賃 金 とす べ きだ,と 主 張 し,イ ソ ピ ー一は}高
賃 金 が 製 品 価 格 に 上 乗 せ さ せ られ,輸 出 が 純 化 す る こ とを
恐 れ た 。 いず れ も 自 由主 義 的 な思 想 を 脱 し て い な い,と 言
xよ う。
⑳ この 会 社 は,ル ー ス ・ リー フの 製 造 会 社 と し て有 名 。
(28)QuakerismandIndustry,1918.,pp.55-64.
(29)QuakerismandIndustry,1918.,p.64.石 鹸 業 者 ウ ィ リ
ア ム ・ リー ヴ ァは,爵 位 を 得 て リー ヴ ァ ヒ ュー ム卿 と な っ
た 。 彼 の 労 務 政 策 は典 型 的 な家 父 長 主 義 で あ り,彼 は従 業
員 用 の 住 宅 を ポ ー トサ ン ラ イ トに 多 数 建 設 した だ け で は な
く,教 会 を も建 設 し て,自 分 の 息 の か か った 牧 師 を 任 命
し,従 業 員 の 精 神 生 活 を も管 理 し よ う と した 。 詳 し く は,
Jeremy,David.,`TheEnlightenedPaternalistinAction'
inBusinessHistory,Vol.33,No.1,Januaryl990を 見 よ。
キ ャ ドベ リー 家 の 人hや ラ ウ ソ ト リー家 の 人 々 の 対 労 働 者
福 祉 政 策 に は,こ の よ う な 家 父 長 主 義 的 な 意 図 は 薄 か っ
た 。 例Yxぽ,ボ ー ソ ヴ ィル と 一S"・ イ ヤ ー ズ ウ ィ ヅク の













(41)Ibid.,pp.116,118.当 時,企 業 家 を 含 む グ ル ー プ へ の
所 得 税 率 が50%に 引 き上 げ られ る,と い う予 想 が な さ れ,






(46)Briggs,A.,op.C"lt.,pp.148-149.他 方 「利 益 分 配 制 」
の ほ う は,か な り… 般 化 し た よ うで あ る 。(Cf.QuakeYism
`zηゴIndustryw,1938.,pp.3-4).
㈲Slack,K.M.,ConstancyandChangeinth,eSocietyOf
Friends,London,1962.,pp.85-86.た だ し,ア ソ ケ ー ト対
象 者 の 総 数 は,わ ず か898人 で あ っ た 。
(ag)キ ャ ド ベ リwコ コ ア ・チ ョ コ レ ー ト企 業 を 興 し た ジ ョ ー
ジ ・キ ャ ドベ リ(1839-1922)の 四 男 。 長 男 は エ ド ワ ー ド,
次 男 は ジ ョ ー ジJr.で あ っ た 。 ロ ー レ ン ス ・J・キ ャ ドベ リ ー
の コ コ ア ・チ ョ コ レ ー ト企 業 発 展 の 上 で の 功 績 は,キ ャ ド
ベ リ ー 社 を 家 族 企 業 か ら,専 門 経 営 者 企 業 し か も 国 際 的 な




励 ガ イ は,み ず か ら の プ ロ グ ラ ム がrR・H・ トー ニ ー 教 授
の 理 論 」 を ヒ ン ト に し た も の で あ る,と 述 べ て い る
Clbfd.,p.29)o
(52)Ifiid.,p.119.




(本稿 は,1991年8月 に ロソ ドンで18日 間にわた って行 な った
研 究 調査 の一応 の成果 で あ る。調査 旅行 に関 して は,経 済学 部
か ら補助金 の交付 を受 けた。特 記 して,謝 意 を表 します)。
II資 料1 「真 の社 会秩序 の八 つの基 礎」
(1918年)
1914年 か ら18年 に至 る戦争は,戦 争 と社会秩序
とのあいだ の密接 な関 係を,友 会 徒た ちに ヨ リ
生 々し く認識 させた。戦争 の勃発の九 ヵ月後に,
年会 はジ ョソ ・ウールマソの次 のよ うな言葉 に感
銘 を受 けた。「私 たちは,自 分た ちの財宝,自 分
た ちの家の調度品,自 分たちの衣装を見 て,戦 争
の種子が私たちの所有物を栄養 として育たないか
ど うかを,試 してみ よ うではないか」。三年 間の
考量 ののちに 「真 の社会秩序の八つの基礎」 が採
択 された。 これは,「 生活 の諸規則 として意図 さ
れたのではな く,永 遠の真理の諸様相である諸理
想 を提示す る試み として,ま た,各 人の魂がそれ
ぞれ の価値を持 つ とい う我が クェイカー派 の証 し
の直接の所産 として,意 図された のであった」。
1イ エス ・キ リス トに よって明かにされた よ う
に,神 が我 々の父であるとい うことは当然我 々
を,人 種や性や社会層 による制限のない,兄 弟
愛 に導 くのである。
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2こ の兄弟愛 は,す べ ての物質的な 目的を超 え
て,本 当に神 と人間 に関係す る人格 の成長 をみ
ちび くよ うな社会秩序の中で,表 現 され るべ き
である。
3肉 体 的,道 徳的 な らびに精神的な完全 な発展
の機会 が,社 会 のすべての成員に男性に も女性
にも子供 に も,与 えられ ることが保証 され なけ
れ ぽならない。人間の全人格の発展は,不 公平
な諸条件 によって妨げ られてはならず,ま た,
経済的 な重い負担に よって潰 されて しま うべ き
で ない。
4我hは,物 質的な事柄の束縛 と単 なる因襲 か
ら自由にな るよ うな生 き方 を追求 すべ きで あ
る。我 々は,人 と人のあいだにいかなる障壁を
も設 けない ような生 き方,い き過 ぎた要求 を満
たすために誰かに過度の労働の重荷 をけ っして
負わせ ることのないよ うな生 き方,を 追求すべ
きであ る。
5正 義 と親愛 と信頼の精神的な力 は,そ れがあ
らゆ る人hの 心 の中の最良の ものに訴 えるのだ
から,力 強い。 また,そ れを産業関係に適用す
るならぽ,偉 大 な事柄が達成 で きるのである。
6外 的 な支配 を行使 した り,実 力に訴 えるとい
う方法 を,我hは 国際間の事柄 についてだけで
はな く,産 業管理 の全体的な問題 につ いて も,
拒否す る。対立を通 してではな く,協 力 と善意
を通 してこそ,お 互 いにとっても,全 体に とっ
て も,最 良の結果 が得 られるのである。
7お 互いの奉仕は,そ の上 に生活 が組み立 てら
れる原則 なのであ る。私的 な利益 ではな く,奉
仕 こそが,す べての仕事 の動機であるべ きであ
る。
8土 地 とか資本 とかの物質的事物 の所有権 は,
人間の必要 と発展 に最 も良 く貢献すべ く,規 制
され るべ きである。
III資 料2rク ェイカー雇 用主 会議(第
一 回)の 公 式報 告書 」(1918年)
雇 用 主 会議 の報 告書 。 雇 用主 た ち は主 にキ リ
ス ト友 会 の メ ンバ ー であ り,会 議 は1918年4
月 の11日 か ら14日 まで,バ ー ミンガ ムの ウ ッ
ドブル ック で開催 された。
序 文
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この公式 報 告 書 は,1917年7月 か ら1918年1月
まで の あ いだ に4回 ロ ン ドソで 会 合 を 開 い た,
も っと小規 模 な グル ー プに よって雇 用 主会 議 に提
出 され た草 案 に,基 づ い て い る。
雇用 主 会 議 は,確 認 され るか ぎ りで50名 以上 の
人 々を 雇 って い る キ リス ト友 会 の す べ て の メ ン
バ ーを招 待 す る こ とに よって ,召 集 され た。 この
よ うに して 招 待 され た ク ェイ カ ー雇 用 主 の 総 数
は,375人 であ った。
セツ シヨン
雇 用 主 会 議 の一 つ 以上 の 開 期 に 出 席 した 人 の
数 は,75の 会 社 を代 表 す る90人 で あ った が,彼 等
は,ク ェイカ ーの諸 企 業 で雇 用 され て い る労 働 者
総 数100,000人 強 の うち,約44,000人 を雇 って い
た ので あ る。
そ こに は,ま こ とに多種 多様 な産 業 の代 表 者 が
出席 し て い た の で あ り,そ の 産 業 別 業 種 の 中 に
は,石 炭 業,製 鉄 業,鉄 道 業,繊 維産 業,多 くの
部 門 の機 械工 業,精 粉 ・精 糖業,化 学工 業,澱 粉
食 品工 業,ビ ス ケ ッ ト,茶,コ コア,チ ョ コレー
トな どの食 品製 造 業,ク リー ニソ グ業,建 築業,
工 事請 負 業(contractors)が 含 まれ てい た。
雇 用 主 会議 で は,審 議 の 開始 に先 だ っ て,組 織
された 労 働運 動 の 中 に お り,産 業 労働 の長 い経 験
を持 つ 人hの,三 とお りの講 演 を聴 くこ とが で き
た。
公 式 報告 書 は,到 達 され た意 見 の一 致 点 の公 正
な要 約 として提示 され てい るので あ って,何 らか
の特 定 の ポ イ ン トにつ いて特 定 の メ ンバ ーの意 見
を示 して い る もの と,み な され て は な ら ない。 ま
た,雇 用主 会 議 に代 表 を送 っ てい る企 業 が,何 ら
か の方 法 で,公 式 報 告 書 に表 明 され た 意見 に よ っ
て コ ミヅ トして い る,な ど とい う こ と も全 然 な
い,と は っ き りと理 解 して い た だ きた い。 メ ン
バ ーは,私 的個 人 と して の資 格 に お いて のみ ,会
議 に出席 した の で あ る。
報 告
1過 去 しぼら くのあいだ,他 の多 くの人h
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と同 じ よ うに キ リス ト友 会(ク ェイヵ一派 訳
者)に 所属す る数多 くの雇用主たち は,ど の よう
にすれぽ 自分たちの宗教的信条 が実業生活の中で
もっ と充分 に発揮で きるのか,と い う方法を検討
する義務 を感 じて きていた。実践行動へ の一つの
刺激 として考 えられた以下 の声明は,す べ ての人
に神聖 な価値が あるとい うキ リス ト教的観念が,
我hの 近代的産業生活,と りわ け労使関係に どの
よ うな影響を及 ぼすのか,を 確認す るための一つ
の試みである。
2お そら く,こ の声 明の中には,新 しい も
のは何 もない。数名 の雇用主 は,そ れ らを長年 に
わた って実践 して きたのであ り,戦 争(第 一次世
界大戦一 訳者)の 以前 において も,こ の声 明に
責任を負 う人hは,そ れ らを是認 した ことであろ
う。 しか し,戦 後の再建期は,我 々の世代 が以前
は経験 しなか った ような産業水準の全般的上昇 の
好機 を与 え,我hの 一人一人に,個h人 の責任 を
明確 にして,そ れを直視す る義務 を負わせ ること
になるのである。
3我 々は討論 が進 行す るなかで,現 在の産
業 システムの中での雇用主の諸義務 を発見 し,定
義す ることを,我 々の第一義的 な課題 とした。そ
れ は,現 在の産業 システムを我hが 是認 した り,
理想化 しているか らではな くて,そ れをす ぐに変
化 させ ることは個 々の雇用主や雇用主 グループの
力量 を越 えているか らである。我hの...,・ を異様
に引 き伸ぽす ことな しには,社 会 の経済構造の根
本的な組織替 えについて議論す ることは不可能で
ある ことがわ かった。我 々は,市 民(citizen)と
して,産 業 システムが我hの 宗教の諸原理 と一致
しないと認め るかぎ りにおいて,そ の変更のため
に努力すべ きだ,と 考 えている。だが当面は我 々
は,我 々の工場の中で直面 している緊急の必要性
や 目につ く好機を,見 逃すわ けにはいかない。国
家や社会の義務ではな くて,個 々の雇用主 の義務
こそが,我hが 探究 しよ うとして きた主題 なので
ある。我%zの ほ とん どの者に とっては,我hの 実
業(business)こ そ が現在,我 々の同朋へ の奉 仕
のための最大の好機の一つを提供す るのではない
だろ うか。 そして,ど の ような批判が現在のシス
テムに対 して行われているにせ よ,キ リス ト教倫
理 の適用 の分野 としての現在 のシステムの可能性
を,我hは まだ充分 にはテス トして こなか ったの
ではないだろ うか。
4我hが 問題 に接近 しよ うとして きた見方
は,次 の よ うなもの であ る。つ ま り,雇 用 主 と
は,産 業 のプロセ スの維持のために必要な他の諸
機能の遂行に従事 している他 のすべての人hと 協
力 して,産 業 プロセスにおけ る組織 のある必須の
機能 を遂行 している人hを 言 うのであ り,こ れ ら
の諸機能のそれぞれが,そ れぞれ異 なった質 の性
格 と能力を必要 とす るのであ り,そ れぞれ独 自の
義務 と責任を伴 うのだ,と い うものである。我 々
は実業 の実際の管理 にたず さわ っている雇用主 だ
けの ことを言 っているのだが,我hの 意見 として
次の ことも述べておきたい。つ ま り,株 主 も,自
分たちの配 当がその下で得 られる企業 内の諸条件
についての責任を,免 れることはで きない,と い
うことであ る。
5-一 我hは,社 会 における我 々の本 当の地位
と機能 であると信 じるものを,我%zの 声 明の前面
に押 しだす。それ は,そ の充分 な認識 こそが今 日
の産業 に とって第一に必要な ものだ,と 信 じるか
らである。産業 に従事す る人hが,社 会の利益の
ために遂行 され るべ き国民的奉仕 として産業 を考
えるよ うな本 当の精神に よってつ き動かされ るこ
とに よっては じめて,労 務管理(industrialrela-
tions)に おけ る全般的 な改善が可能 となるのであ
る。
6一 諸国民 のあいだ と一 国民の中での人間関
係のすべて の問題 に対 す るキ リス ト友 会 の態度
は,真 の兄弟愛の原則を実現 した いとい う欲求の
上に,つ ねに うち立 てられてきた。 この原則が戦
争や奴隷制 といった問題 に適用 されて きたか らと
いって,労 務管理において この原則が意味す るこ
とが らを我 々が無視す ることは,許 されない。む
しろ我hは,カ ネの使 い方 と労使 間関係について
の我 々の態度全般 を,き わめて注意深 く検討すべ
く,要 請 され ているのである。
7一 我hが 宗教的信条か らあま りに多 くの実
践的推論を引き出 させ よ うとしている,と 我hに
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苦情 を言 う雇用主 も少 しはい るか もしれ ない。だ
が,生 活 には神聖 な価値があ るのだ,と い う観念
は,宗 教信条以上 の ものであ る。それ は,そ こか
ら我hが 社会的産業的生活 の全領域 を見渡す こと
ので きる最 良の基礎 なのであ り,我hは そ の中
に,単 なる暗 い混乱 ではな くて,大 きな意味 と大
きな希望を見 い出す のである。 このよ うな信念の
含意 から逃れ る方法 はs一 つ しかない。 それ は,
その信念を完全に放棄 し,そ の最 良の基礎 を見捨
て,我 々の生活全体 を支配 しえる唯一の ヴィジ ョ
ソを忘れ去 ることで ある。そ うす ると産業 の世界
は,我hが 自分たち自身の 目的のために奮闘する
魂 なき無秩序状態(chaos)に 帰す か もしれ ない。
だ が,そ れ らの 目的 は,た とえ達 成 され た にせ
よ,無 意味で空虚 に見 えることだろ う。
8-一 他 の コー一スを と り,我hの 前 に立ちはだ
か る産 業 の諸問題 に対 して,我hの 宗教 信仰 を
もって,最 後通告をつきつけ ることは,我 々の財
源 ぽか りで なく,心 と意志 と頭脳 にも,大 きな重
荷 となるか もしれない。 しか し,は た してこれ は
不利 とい うべ きものだろ うか。
9は じめの説明はこれまでであ り,我hは












我hは 賃金 に関 しては,以 下の主張が提示 され
て よい,と 信 じる。
10-{1)支 払われ るべ き賃金 の率を決定す る
際 に は,最 低値 す なわ ち基 礎的 賃金
と,二 次的報酬 と呼ぶ ことのできる,
最低値以上 の賃金 とを区別すべ きであ
る。前 者 は第一 義 的 に人間 的 な必要
(humanneeds)に よって決定 され るべ
きであ り,後 者 は,与 えられるサ ービ





11一 平均的産業で働 き,平 均的能
力 を持 つ男性に支払われ る賃金 は,少
くとも,彼 の結婚を可能 にさせ,見 苦
しくない(decent)家 に住 まわせ,普
通の家族が肉体的能力を保つために必
須の ものを供給 し,他 方で,不 測の事
態や リク リエーシ ョンのための適度の
ゆ と りをも持たせ る程度の額 であるべ
きだ。
(b)女性
12-一 平均的産業 で働 き,平 均的能
力を持つ成人女性の基礎的賃金 は,彼
女がある程度の住居 に住みつづ け,十
分な肉体的能力を維持 し,ま た,不 測
の事態 とリク リエーシ ョンのための適
度 のゆ と りを持つために必要 な金額 で
あるべ きだ。
(3)二 次的報酬
13二 次的報酬 とは,特 殊 な職務
の遂行のために必要 な,何 らかの特別
の才能や資格に対 して支払われ るべ き
報酬で ある。例 えば,熟 練工(trades-
man)と して の 特 殊 技 能,ガ ス ・ス
トーカーの場合 のよ うに何 らかの肉体
器官の特別 な強 じんさ,木 こ りの場合
にお ける よ うな特 別 の筋 肉 の訓 練 と
力,蒸 気機関車 の運転手 の場合 のよ う
な,人 命 についての責任,に 対 して支
払われるものである。
14い ったん基礎的賃金が正 しい
レヴェルに定 め られ るな らぽ,様hな
サ ー ビスに対 して支払われ るべ き二次
的報酬 の正確 な額 は,現 在の ところは
交渉 に任せて よい,と 我 々は信 じる。
だが,こ の よ うな交渉 を行 う際 に,雇
用主 は,生 活 の楽 しみ と変化が,彼 自
身 にとって と同 じよ うに労働者 にとっ
ても貴重である とい うこと,そ して,
労働者たち もまたs満 足感 と休息 と境
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遇の変化を必要 としている,と い うこ
とを忘れて はな らない。
(4)実 行可能性
15一 上 に示 された基準 に合致 した
基礎的賃金 の支払 いは,多 くの産業 に
おいて,現 在負担で きる以上の賃金率
の上昇 を必要 とす るだろ う,と 認め ら
れ る。 しか しなが ら我hは,こ の よう
な賃金 の支払 いは,雇 用主た ちに よっ
て,実 業上必要 な義務だ とみ なされる
べ きだ,と 信 じる。 それが履行 される
までは,雇 用主たちは,自 分たち 自身
のサ ー ビスのための報酬 を厳 しく制 限
す るべ きであ り,ま た,借 入資本 に対
しても,適 切な供給を確保す るのに必
要 な以上の配当を支払 うべ きでない。
だが,現 在,本 当に適切 な賃金 が支払
えないのであれぽ,工 学,化 学,適 切
な原価計算な どを利用す ることに よっ
て,経 営組織 のプ ロセスと全般的効率
を改善す るべ く,管 理者が細心の注意
を向け るべ きである。
16一 我 々は,雇 用主の管理 の下に
ある会社 が上述 の基礎 にたつ賃金 を確
実に支払 えるよ うに,雇 用主が出来 る
ことは何 でもす るべ き義務を強調す る
の だが,他 方 で は,も っと質 の良 い
もっと知的な労働 とい う形で被雇用者
たちが協 力す ることが,利 用可能 な財
源の増大のため に,一 般的に必要 とさ
れている,と 信 じる。報酬 の方法を決
定す る際 には,労 働者 のよ り大 きな関
心を引 き出し,協 力の精神を刺激す る
必要がある とい う事を,念 頭 に置かね
ぽならない。
17い くつかの産業 においては,
独立 したい くつかの会社 を何 らかの形
で結合す ることに よってのみ,社 会 に
対す る最 も効果的なサ ービスが与 えら
れ ることが判 明す るかも知れ ない。そ
れが事実である場 合には,我hは その
よ うな企業結合 の組織 と経営 を援助す
べきである。ただ しそれ は,国 家の行
動 その他 によって,消 費者が搾取か ら
有効 に保護 されている,と い う条件を
満す場合においてのみである。
18-一 同様 に,小 さな企業の場合に
は,大 き くて基盤の しっか りした企業
が自身の資源 の中か ら便宜 を提供 でき
る時に,他 の企業 との協働 が必要 とな
る場合 が あ り得 る。 この よ うな協 力
は,企 図された特別な 目的を達成す る
手段 としてぽか りでな く,そ れ自体が
貴重である。
[II]地 位
19労 働者 は今 日では,経 済的地位の改善以
上 のものを要求 してい る。労働者は雇用者 と管理
者に,自 分 の人間 としての権利 の明確 な承認 を要
求 してい る。 この要求の正当性 を,我 々の宗教 は
我hに 認めさせ る。我hは 人間を,あ たか も,頭
脳の力の単なる多 くの集ま り,あ るいはた くさん
の神経 エネルギーや筋 肉エネルギーにす ぎないか
のよ うに,み なす ことは出来 ない。我 々は労働者
た ちと協力せねぽならない。我hは,自 分たちが
他人か ら扱 って欲 しい と思 うよ うに,彼 等 を扱わ
なけれぽな らない。
20こ の立場 を採 ることは労働 が遂行 され る
べ き諸条件 を資本が労働 に対 して命令す るとい う
権利,の 放棄 を伴 っている。 しかし,そ れぼか り
ではない。 いったん労働者たちが全てを包む人間
的兄弟関係のメンバーとして認 め られるならば,
労働者 に影響 を与 えるすべ ての事柄 は,労 働者 と
の協議 の上で決定 されねぽならない,と 率直に認
めねばならないのである。
21労 働 と資本の両方 の賃金 の最終的基礎 と
なる生産性 を危険に さらす ことな く,産 業 におい
て これ らの諸原則が採用 され得 るためには,ど の
よ うな機構が工夫 されなけれぽならないのだろ う
か。
22一 この問題 に答 えて,我hは ある明確 な提
案を行 うだろ う。だが,そ の前提 として我hは 次
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のよ うな信念 を持 っていることを,述 べ ておきた
い。つ ま り,い かにす ぐれた機構を作 り出 した と
しても,そ れ は,労 働者 との間に確立す る関係の
中に,自 分たちの基本的宗教信仰 を充分 に表現 し
た い,と い う雇用主たちの生 きた欲求 の重要性 に
はかなわない,と い うことである。
次 に詳 しい提案に うつろ う。
23-一一会社の管理の内容 は,大 まかには三つの
項 目の下 に分け られ る。
(a)財 務 資本の供給 と利潤 の割 り当て。
株式所有者,銀 行,競 合す る会社,国 家 と
の関係。信用供与 の条件 な ど。
(b)商 務(commercial)一 生産 され るべ き
財の一般的性格や,着 手 され るべ き仕事の
等級 の決定。材料 の購入。生産物 の販売。
広告。
(c)労 務(industrial)諸 工程 と機械 の管
理。 生産 物 の性質。被 雇 用者 の契 約 と解
雇。労働時間,賃 金率,ボ ーナス等。厚生
事業,工 場規律。労働組 合 との関係。
24会 社 の財務 と商務の側面,お よびそれに
関連 した全般的政策は,間 接的 には労働者に重大
な影響 を与 えるけれ ども,現 在 は労働者への直接
の関係 は,あ ま りない。だが,会 社の労務政策に
は労働者 は,直 接的で持続的な利害関係 を持ち
,
また,そ の決定 を助ける ことができる。 これを行
う好機 を,我hは どのよ うに して労働老 に与 える
ことがで きるだろ うか。
25一 は じめの一歩 として,機 械工場 におけ る
職場代表(ShopStewards)の 委員会 の よ うな現
存 の職場委 員会 が,正 式 に認知 され るべ きで あ
る。だ が,そ の よ うな団体 が存 在 しな い場 合 に
は,我hは 委 員 会 な い しは工 場 協 議会(Works
Councils)を 創立す るこ とを勧 め る。 この工場協
議会においては,労 働者たちの選 ばれた代表者た
ちが 自分たちに関係す ることがらを,最 初は 自分
たちだけで,し か し次 には,断 続的 に経営者側 と
共 に,議 論すべ きである。 これ と関連 して必須 と
思われる ことは,労 働組合の協力 を確保す ること
と,こ のよ うな協議会 の存在 を理由 として労働者
の立場 を偏見 の 目で見 ることが絶対 ないよ うにす
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ることであ る。
26一 これ らの協議会に,個hの 工場に影響を
与 える諸問題 が付託 され るか もしれ ない。例 え
ぽ,賃 金,賃 金率(rates) ,規 律 と職場規 則,労
働者 の契約 と解雇,工 場休業 日の時間 とその継続
期間,労 働 日の調整 と労働力不足 を満たすべ きス
タ ッフの数,健 康,大 食堂 ,そ の他の福祉関連事
業(socialwork)で あ る。工場協議会 につ いての
経験 に よって,そ の メンバーが,会 社 の管理 に ヨ
リ大 きく参加で きるよ う訓練 され,最 終 的には,
彼等が商務管理 と財務管理 にも参加で きるように
なるであろ うし,ま たそ うあ るべ きだ,と い うこ
とは充分 に認識 されている。
27一 産業 の全体 に影響 を与 える諸問題 は
,単
一 の企業 を代表す る協議会 によ
っては解決 できな
い。だが協議 と協力の この同 じ原則は
,ウ ィッ ト
リー報告に よって勧め られている国民産業協議会
と地域産業協議会 を通 して,そ の解決のため に適
用 され ることが可能である。 したが って,産 業の
性格 と組織が不都合でないか ぎ りは,雇 用者たち
は,こ の種の協議会の創立 と運営を,着 手 し助 け
るべ く,全 力 を尽すべ きである。
2薮一 異常 な緊急事態に対処するために大急 ぎ
で工夫 された諸方法で現在運営 され ている諸産業
が,永 続 的 な平 和 の基盤 の上 に再建 され る時 に
は,大 戦以前 に存在 していた諸条件 とは大 き く異
なった諸条件が存在す ることになろ う。その新 し
い諸条件 を決定するために,雇 用者 と労働者が率
直 に,し かも誠心誠意協力す ることは,き わめて
重要である。労働組 合 と雇用主た ちとの間で合意
に達 した一般原則を個hの 企業 にどの ように適用
す るかについては,上 記の工場協議会 に於 て議論
す るのが きわめて適切である。
[III]一 雇用の確保
29労 働者 の産業生活を彼 の全人格 とい う視
点 か ら考察す るならぽ,彼 に労働意欲があ り,労
働能力があるあいだはJ彼 が定期的 な収入 に依存
す ることが出来 るべ きだ,と い う事 ほど重要 な事
は他 にない。港湾労働者の よ うな 日雇 い労働者 の
あいだで最悪 の状態 で見い出せ るよ うな雇用 の不
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安定 が,労 働者の肉体 と性格 の両方 に劣化効果を
与 えるとい うことは,広 く認 め られている。 また
更に我 々は,生 産高の伸 び悩みや機械導入 に対す
る反対が,自 分や仲間 の労働者が職 から放遂 され
て しま うか も しれ ない とい う被 雇用者 の恐怖 か
ら,ほ とん ど常に発生 している,と 信 じるもので
ある。
30一 これ らの 目的 を推進 してい くために国家
や労働組合や,あ るいは雇用老 同盟が採 るべ き方
策 を論 じることは,こ の覚書の範囲の内にない。
だが個hの 雇用主は,現 在 の諸悪の矯正のために
多 くの ことをなす ことが出来 るし,ま た なすべ き
である。 そ して,我 々は次 のよ うな提言 をす るも
のである。
31-一 く1)事業 は注意 深 く組 織 され るべ きで あ
る。
(a)日雇労働の雇用を最低限 まで減 らす
とい う目的を もって。 そして
(b)可能 なか ぎり,一 年 を通 して仕事を
規則 的 にす る,と い う目的 を もっ
て。
32-一 く2)労働節約的 な機械が導入 され る場合に
は,解 任 された労働者が減給 なしで会
社の他 の部門に吸収すべ く,あ らゆ る
努力が払われ るべきである。 もしこれ
が実行不可能であ るならぽ,会 社 はそ
の労働者たちのために他の ところで仕
事 を見 つ け る よ う,努 力す べ きで あ
る。 同じルールは,生 産 におけ る何 ら
かの他 の改良によって生み出され るか
もしれない一 時的 な労働の余剰 に対 し
て も,適 用 され る。
33解 任 された労働者 の他の部所への吸収
を保証す ることは,労 働の一時的余剰
を生み出す かもしれない。だが,ほ と
ん どの場合 にはこのよ うな状態は,正
常で不可避的 な労働 の漏出に よって,
まもな く調整 され るだろ う。労働節約
的 な改良か ら生 じる特別利潤の一部分
は,解 任 されたけれ ども,他 の部所 に
吸収 ・配置 され ない労働者たちに補償
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を行 うための特別予備金 のために,あ
てられても良いであろ う。
34-一一一一 (3)被雇用 者 の解 雇 は,懲 戒 の措 置 とし
て,最 後 の手段 として,行 われ るべき
であ る。正 しく行動す ると信用で きる
男女たちだけに,労 働者を停職処分に
する権能 が与 えられ るべ きである。解
雇の前 に,そ の労働者 が経営者た ちに
直訴す ることは,常 に許 されて しかる
べ きである。解雇の問題は しばしば,




には,彼 等 が成年 に達 した時に別の仕
事の職場に吸収す るか,あ るいは何 ら
かの別の職業のための訓練 をほどこす
かの,特 別 の準備 が成 され るべ きであ
る。
[IV]一 労働諸条件
36-一 工 場の労働諸条件は,す べ ての労働老が
最良の状態 にあ り,最 善 の努力を行 うことを可能
にさせ,ま た奨励す るものであるべ きだ。 これ ら
の諸条件 は,二 つの項 目の下で考察 されてよい。
(1)人 間的環境
37一 労働者 は,工 場 に入 った瞬 間か ら,単
なる配当生産機械 としてではな く,生 きた有機
的組織体の必要不可欠 な部分 とみなされ,敬 意
をもって丁重に処遇 され るべ きである。権限を
持つ人hは,労 働者を ガ ミガ ミ叱 った り,い じ
めた りしてはならず,逆 に洞察 と指導力 を発揮
すべ きである。 この ことは,労 働者を指導 し激
励す ることので きる監督者 と経営管理者の注意
深い選出を,必 要 とす る。現在 は,こ の種の職
員 は往往 にして,技 術的知識を持 っている とい
う理 由だけで選別 されてい るが,時 にはそれは
危険 なことであ る。それは,彼 等がその部下 を
駆 り立 てて,人 間の制御不可能 な状態 に陥 らせ
る権能 を持 っているからである。
38-一 監督者 およびその他若年労働者の監督
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を任命 され ている者の場合 には,特 別の考慮が
必要 で あ る。 ここで の 目的 は,イ ンス トラク
ターや教育者 として働 くことのできる男女を発
見す ることであ るべきだ。
39-一 一だが,も し経営管理者 と監督者が正 し
いタイプの人hで あるな らば,彼 等は雇用者 と
労働者 の双方 の見方 を知 るよ うにな る充分な機
会を得 るのが当然 であ り,ま た人間関係 と労務
管理 についての広 い,穏 健 な見識 を身につ ける
充分 な機会を得 る ことだろ う。 このための好機
は,協 議会を準備する ことによって与 えられ得
る。だが本 当に必要 なのは,強 い リーダーシ ッ
プの下で の一連 の学 級 あ るいは協 議会 で あっ
て,そ の うちい くつかは,す でに責任 ある地位
に在る人hの ために開催 され るべ きであ り,ま
た他 のい くつかは,将 来においてそのよ うなポ
ス トにつけるよ う自分を変 えていきたい と思
っ
ている人hの ために,開 かれ るべ きである。与
えられ る教 育は,か な り広 い分野に及ぶべ きで
あ り,と りわ け経済学,産 業史,労 働組 合論お
よび心理学 をあつか うべ きであ る。
4ト い くつかの地域で は,こ の よ うな学級
がす でにずいぶ ん役に立 っている,と 我 々は聞
か され ている。学級 の存在 しない所 では,雇 用
者た ちは 自分たちの工場 との関連で,あ るいは
近隣の他 の諸工場 と共 同で,学 級を導入す るの
が適当であろ う。
41-一一労働者たち自身に規律の維持 の責任 を
負わせ るな らぽ,彼 等が普段 よ りも格段に奮励
努力す る,と い うことが指摘 され てお り,そ の
アイデ ィアは熟考に値す る。我 々は,こ の方 向
の実験が 目ざましい成功をお さめて きた数 々の
例 について,聞 いている。
42-一 労働の喜 びは,明 確 な目的であ り財産
であ る,と 考 えられ るべ きである。 また,一 人
一人の労働者 の幸せは雇用者 の 目的の必須の部
分であるべ きであ る。
(2)物 質的環境
43-一一雇用者 は被雇用者 に,雇 用主 自身が欲
しいと思 うよ うな,あ るいは 自分の子供たちに
与 えてや りたい と思 うよ うな,労 働 のための物
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質 的環境 を与 えるべ きで あ る。 これ はす なわ
ち,作 業場が適切 に換気 され,適 度 な温度 に保
たれ,ち ょうど具合の よいよ うに明 るく照 らさ
れる とい うこと,そ して,清 潔 さにつ いて充分
な考 慮 が払 われ る とい うこと,を 意味 してい
る。手入れの行 き届 いた家か ら働 きに くる被雇
用 者た ちが不 平 を こぼす理 由を見 つ け ない よ
う,ク ローク ・ル ームと便所 は,き ちんと清潔
に保たれね ぽな らない。
44-一 労 働者たちは,労 働 日の長 さや
,労 働
の強度が原 因の,過 度の緊張 から保護 され るべ
きである。給与支払体系 を決定す る際に忘れ て
はならないのは,労 働者 に全力を尽 させ るべ く
刺激す るために愚かな方法を採用 したな らぽ,
結 果的 に彼等 に過度 の緊張 を強 い る ことに な
る,と い うことである。食物 を手 ごろな値段で
手 に入れるためばか りでな く,正 餐の時間 を く
つ ろいだ,安 楽 な条件 の下です ごすためにも
,
労働者たちのための諸施設が与 えられ るべ きで
ある。そのよ うな諸施設 が工場の中で与 えられ
ないならぽ,工 場外部で配置 されても良いだ ろ
う。
45--18才 以下の労働者の要求に対 しては,
特別 な注意が払われるべ きである。「若 い人 々」
は成人女性 と同 じ時間働 くことが許 されている
けれ ども,未 成年 の期間 の過労 によって,と り
か えしのつかないダメージが与 えられ るか も知
れないのである。 だから雇用老たちは,こ れ ら
若年労働者たちに 翼 リ短 い労働週 をあてがえる
よ うに,週 労働時間が48時 間をけっして超 えな
いよ うに,調 整す るよ う努力す るべ きである
。
46-一 また,労 働 を組織 するにあたって雇用
主 は,次 の ことを忘れ るぺ きで ない。何 ケ月
も,あ るいは何年 もつづけて一 つの単調な仕事
に労働者 を縛 りつ けてお くと,労 働者 の知力は
失われ,そ の ヴァイタ リティーは失われ てしま
う,と い うことを。
47-一 また次の ことも,忘 れ られ てはな らな
い。性格 とい うものは,し ぽしば仕事に よって
大 きな影響を受 けるのであ り,良 い仕事が性格
を向上 させ るの とち ょうど同 じよ うに,粗 悪 で
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不正直な仕事 は性格を低下 させ,い ず れは労働
者の 自尊心を減退 させ る,と い うことを。
48一 我 々は,基 本的宗教原理が工場の諸条
件 に対 して不可避的に反応せね ぽならない多 く
のあ り方の例を,単 に示 したにす ぎない。上に
示唆 されたいろいろな事が しぼしぼあま りに巨
額 の支 出を伴 うことになるだろ う,と 言 い張 る
人がいるな らぽ,我 々は,労 働老た ちの非効率




49我hは,充 分な住宅設備 と,労 働者た
ちの リク リエーシ ョソと教育のための充分 な設
備を与}る とい う問題 の,雇 用主 の雇用主 とし
そあ関係 をこれまで考察 してきた。 しかしなが
ら我 々が見 るところでは,雇 用主 としての彼の
責任 は,そ の労働者が快適 な家に住む ことを可
能 にさせ る賃金 を支払 うこと,お よび,労 働者
たちが リクリエーシ ョソや読書 を楽 しみ,教 育
学級 に出席す るための時間を,労 働者に与 える
ような労働 日を確立す ること,の2つ にあ るの
である。
50一 住宅問題 と教育問題 ぼか りでな く,そ
の他 の多 くの問題 と経営者 を密接に関係 させ る
であろ う,雇 用主 の市民(citizen)と しての義
務 については,我hは 次 のよ うな留意事項,す
なわ ち,雇 用主の狙 いが常 に,市 民た ることを
産業 の必要に従属 させ るよ りは,産 業 を市民 と
しての必要 よ り下位 に置 くことになろ う,と い
う留意事項 にはここで は立 ち入 らないことにす
る。我hは 国民教育制度の改善のため に現在 お
こなわれてい る立法上 の諸提案 を歓迎 し,雇 用
主 たちはその成功 を妨害す るのではな く,む し
ろいか な る不 都合 を も我慢 すべ きだ,と 考 え
る。
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[V]一 「余剰利益」の割 当て
51我hは 「余剰利益」が存在す る場合に,
そ の割 当てについて適用 され るべ き原則 につ い
て,議 論 して きた。 「余剰利益」 とは こ こで は,
次 の よ うな場合 に残 る何 らか の余剰 を,意 味す
る。すなわち,第1部 で言及 された ような規模 で
労働 に対す る賃金 が支払われ,経 営管理者 と取締
役たちがそのサービスの市場価格 に応 じた報酬 を
与 えられ,資 本が,リ スクを考慮 した うえで,適
切 な資本供給を確保す るに必要 な利子率を受 けと
り,さ らにまた,会 社の安全 と発展のために必要
な資金 の内部留保が行われたあとで,残 るかもし
れない余剰 を意味す るのであ る。
52-一(1)「 余剰 利益」 は以下 の ものの うち一
つ,あ るいは,そ れ以上の ものに行 くか もしれな
い　
(a)私 的 個 々人で あ る にせ よ,普 通 の株 式 所
有 者 で あ るにせ よ,会 社 の所 有者 。
(b)(a)の 項 目で述 べ られ た人物 と同一 で あろ
うが,あ るま いが,取 締役 とお もな管 理 経
営 者 の 人 々。
(c)被 雇 用者 た ち。
(d)社 会 一般 。
53-{2)我 々 は,所 有者 と労働 者 の どち らか が
会 社 の 「余 剰利 益 」 の全 部 を受 け とる資 格 を持 っ
て い る,と は信 じる こ とが 出来 ない。 た だ し,彼
等 が,会 社 の財 務上 の繁 栄 に 自分 た ち が関 心 を持
て る よ うな分 け前 を要 求 す るの は,も っ とも な こ
とか も しれ ない のだ が。 した が って,利 益分 配制
(Profit-Sharing)と 共 同 事 業(Co-Partnership)
が実 現 可 能 か ど うか を 実 験 す るの は,最 適 で あ
る。
54-一 く3)消費老 は決 して食 い もの に され て は な
らない。 消 費者 に請 求 され る価格 は常 に,生 産 と
分 配 の平 均 コス トを考 慮 した妥 当 な もの で あ るべ
きだ。 また,消 費 者 た ち が独 占 に よ って脅 か され
る時 に は,消 費者 た ちの利 害 を守 るべ く,国 家 の
介入 が要 請 され るべ きであ る。
55-一 一(4}将来 に おい て は,社 会 が課 税 の形 で,
「余 剰 利益 」 の よ り大 き な部 分 を要 求 す るで あ ろ
う,と 我hは 信 じ る。 また我hは,そ の よ うな発
展 が正 しい もの で あ るだ ろ う,と 信 じる。 だ が,
この こ とが実 現 し よ うが,し まいが,そ れ とは別
に,我hは,利 益 を生 み 出す 会社 のみ な らず,利
益 もーまた,一 つ の委託 物(trust)と み な され るべ
20世 紀 初頭英 国ク ェイカ ー派 の経済 ・経営 思想 につ いての二 つの資料
きであ り,そ の責任 を最 も良 く履 行す る方法 を決
定す る時 には,被 雇用者 をふ くむ他 の人hの 見解
もが充 分 に尊 重 され るべ きだ,と 考 えるので あ
る。
56そ の ような責任義務 を執行すべ き計画を
詳細 に提起す る用意 は,我 々にはない。 もし利益
が通常のや り方 で所有者た ちに よって取得 され る
なら,そ れ らは委託物 とみ なされ て,公 共の福祉
のために費 され るべ きで ある。あ るいはまた,余
剰利益が別会計で計算 されて,会 社 の所 有者 と労
働者 の共同の考 え方 に したがってs公 共 の利益 の
ため に使われ るよ うなことがあるならば,会 社 の
所有者 は事業か ら自分たち自身 が取 る金額を制限
す るか もしれない。我hの 論点 は,少 くとも余剰
利益 の大部分が社会 に所属す るのであ り,社 会の
利益 になるよ うに使われ るべ きだ,と い うことな
のである。
57一 この点 に関係 して我 々は,す べ ての雇用
主 に対 して,次 の ことを非常 に注意深 く考察す る
よ う,要 請 したい。す なわち,彼 等の生活 スタイ
ル と個人的支 出が,社 会における彼等の役割の効
果的遂行を保証す るために必要である限度 内に制
限 されているか否 か,を である。 この限度 を超 え




58こ れ までの数ページで言及 された事柄の
多 くに関 しては,さ まざまの実験 のための充分 な
余地がある。産業の分野 においても,肥 沃 な国に
新 しい道を拓 くことにおけ ると同 じほ ど緊急 に,
パイオニア と探険家 と 「道 を拓 く人h」 が必要 と
されている。 だが,も し,よ り良い社会 に対す る
渇望が,い ったん雇用主の地位 にあ る人 々の心 を
つかむ ならば,そ の よ うなパイオニアはい くらで
も現われて くるだろ う,と 我hは 信Lる 。
59現 代の産業の諸条件 は,そ のよ うな実験
が行われる とい う展望を拓 くに足 るものである。
しか しなが ら大体の場合,諸 条件 は労使双方の代
表団のあいだでの集団的同意 によって,諸 単位 と
しての諸産業 のた めに決定 されね ぽな らない。
我hは,こ の団体交渉を歓迎 し,支 持 し,我hの
それぞれ の産業 におけ る団体 に加わ り,そ れ らを
通 して,産 業 水準全 般 の向上 をめ ざす こ とが,
我hの 義務であると信 じる。
60こ れ に関連 して我hは,有 効 な団体交渉
の基礎 として,そ してまた,我hの 産業の機能が
公共的な性格を持 っている ことの認知の証拠 とし
て,産 業 における諸賃金s平 均的諸費用 お よび平
均的諸利益 にかんす る充分 な情報 を与 えるのが望
ましい,と い うことを提唱す るものである。
(1991年11月14日 成稿)
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